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③人生は愛のためか
②いたわる人間関係がよいか
　　　は　い　　　　いいえ無回答
日　　 本　　　　　　　　88．2　　　　11．0　　　0．5
アメリカ　　　　　　　98．0　　　　　1．50．5
イギリス　　　　　　958　　　　3．9　0，3
西ドイツ　　　　　89．　5　　　85　2．0
フランス　　　　　　　9L6　　　4．　5　　3．g
スイス　　　　 94．9　　45　0．6
拳ウ㌻［：＝＝：亟＝：：画1．・
ユーゴス　　　　　　　　　95．3　　　　　　　　4．7　　1．0ラヴィア
インド　　　　93．2　　5．9　0．9
フィリピン　　　　　　　　92．8　　　　　49　1．3
ブラジル　　　　　　　96．2　　　　　3．0　0．8
は　い いいえ無回答
日　　本
アメリカ
イギリス
西ドイツ
フランス
スイス
スウェー
デ　　　ン
ユーゴス
スヴィア
イ　ン　ド
フィリピン
ブラジル
77．1
92．7
83．2
21．8　1．1
6．2　1．1
15．9　0．　9
76．　0
91．0
85．2
90．7
20．6　3．4
5．2　　3．8
14．10．7
7．4　　1．9
85．2 14．8
88．9
92．6
91．1
10．8　　0．3
6．1　1．3
8．0　　0．9
図28　人聞の本性は悪か善か
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やったこと，特に経済にかげりが出始めてからやり始めたことは，およそよい子を志向した者の行
動とは全く裏腹の関係のものになっていた。しかもその子どものよい子志向は戦前にくらべても，
最近は異常な程の高まりをみせている。そしてその異常な程高いよい子志向に反比例するかのよう
に，心のウラでの悪い子志向（あるいは人間不信）も異常な程の高まりをみせてきている。時あたか
も異常ともいえる程の経済繁栄にも，ようやくかげりが見え始めたという。・しかも戦後の経済優等
生は，戦前のアジア的規模とはくらべものにならない，「世界の日本」といわれる程の規模だという。
これらのことが，既にわが国の前途に何程かの暗い影を投げかけているように，私には思われる。
　それはともかくわが国の子どもにこの年齢段階で権威的判断が欠落し，よい子志向が異常に高
く，そして心のウラでは逆によい子志向が異常な程低くなっている，すなわちオモテとウラが全く
極端な対照になっている。それは戦前にくらべても異常な程のコントラストになっている。それは
恐らくは六ケ国調査の調査者もいうように，日本文化，日本の行動様式の子どもへの内面化であろ
う。そしてそれは恐らくはこの狭い島国でたくさんの人間がせめぎあって生きて行くための，われ
われの先祖がいつからか作り出し，あみだしてきた一つの生活上の智慧でもあったかもしれない。
しかしその内面化の過程が，少なからず現在の子どもたちに負担をかけ，人間不信ともいった状
態一親も教師も友達も余り信じられない一に子どもを追いやって，さまざまなアクティングア
ウトの原因にもなっているらしい。逆にいえば，使い分けができない一を許さない二程，早ど
もをとりまく現実がきびしく（おそらく国際化とも関係しているだろう）なっているとういことで
もあろう。
　子どもたちに，この日本式の道徳判断，行動様式がどうして作りあげられ，そしてまた逆にその
過程でどのようにしてアクティングアウトして行くのかについて，更に考察してみよう。
（二）
　コールバーグは，前述のように認知構造の質的変化を発達と考える，ピアジェの立場にたってい
る。有機体と環境との相互作用の結果，認知構造に不均衝が生ずる。この不均衝は主体が外界を同
化し，外界に調節されるという均衝化の過程を経て，認知構造に変形をもたらす。これが発達であ
るととらえられている。ただその場合環境すなわち社会，階級，家族，性等の社会的要因は，直
接的にこの認知発達に響影するのではなく，役割取得の機会を提供するという形で影響すると考
え，環境を役割取得の機会という観点から分析している点に大きな特徴がある（24）δつまり前述の彼
の六段階にわたる発達段階の区分も，環境（他者）との相互作用によ’り獲得される役割取得能力の
発達（自分の視点だけでなく，いろいろな視点にたてること，’L視点の分化統合），質的変化によっ
て段階づけられている。道徳判断の発達は，役割取得の対象が次第に分化し，拡大統一されていく
過程なのである。
　したがって道徳判断の発達を促す（道徳教育）ためには，その発達段階にふさわしい効果的な役
割取得の経験をどのようにして与えそい．くか，またそのような機会をどのまつにしでト分に提供し
ていくかが，重要な問題になってくる。コールバー一一グらの実験によると，他人の立場や見解を考え
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ざるをえない社会的場面（葛藤場面）におかれることが，人の道徳判断を変化させ，発達させるこ
とが明らかになってきている（25）。そしてその際与えられる刺激は，1段階上の場合が最も効果的
であり，2段階上や1段階下の考え方を提示しても，効果が薄いことが示されている。
　このように個人は自分自身の認知構造によって道徳的に対処し，自分との関係や社会的環境の解
釈も，認知構造如何によってきまってくる。たとえばある第2段階の子どもは，サイコセラピスト
と過ごす時間を，「お人よしをだます機会」ととらえていた。また他の第2段階児は「黄金律」（gol・
den　rule一何事でも人々からしてほしいと望むことは，人々にその通りにせよ）を，「もしそれに
従えば他の人もぼくによくしてくれるから」と解釈していた。つまり自分の発達段階より高すぎ
るレベルの情報は，自分のレベル，またはそれ以下のものとして同化される。一方意見に対する好
みでも，自分のレベル以上の意見が好まれ，自分のレベル以下の意見は排斥される傾向がある。そ
してそのような意見に接することによる，全体の変化は，1段階上の場合が最も効果的であること
が，研究によって示されているというのである。
　そしてまた同じ刺激すなわち葛藤場面を経験させるにしても，単に討論をさせたり，討論をせ
ず各自に問題を考えさせた場合よりも，討論をして一致した見解をださせるようにした場合の方
が，変化を起こさせ，発達を促すという，研究結果も出ている。
　以上のことは，ある発達段階の子どもの学習可能な道徳的概念は決っており，効果的な道徳判断
の発達を促すためには，子どもの現在の発達段階を明確に見究め，それよりも1段階上の概念を提
示して，経験させていくことの重要なこと。逆にいえば，現実の発達段階を無視して，あまりに高
度な「正しい答」を提示しても意味のないこと，むしろ逆効果にもなりかねないことを示している
といえる。このことは，さきに知的発達の面で，ソヴィエトのヴイゴッキーが，効果的な教育の方
法として「最近接領域」の概念を提唱して大きな反響を呼んだ。が，道徳判断の発達でも，その発
達段階に最適の剰激を与え，十分に認知的葛藤を生起させて経験させていくことの必要性（同じよ
うに最近接領域のあること）を調強したものとして注目されてよいだろう。
　ところでこれらのコールバーグらの研究結果は，わが国の以上のような子どもの道徳判断の特異
な発達とその解釈及びその効果的な教育（しつけ）に，どのような示唆を与えてくれるであろう
か？（未完）（26）
〔注〕
（1）　山岸明子「道徳判断の発達」（教育心理学研究，第24巻，第2号）
（2）　トルコ，メキシコ，台湾，イスラエル，六ハマ諸島などの文化的に異なる国での研究は，発達の速度
　　は異なるが，発達の方向，段階の順次性はコールバーグの理論通りであることを示している一山岸明
　　子「コールバーグ」（「教育心理」第29巻第3号）
（3）　千輪　浩編「青年心理学」（誠信書房）
（4）　総理府（国際児童年調査）　　　一
（5）　コールバーグ理論の発達段階の順次性，およびその文化的普遍性は前述のように既に検証されている
　　といえるが，高い段階の妥当性については，若干の批判がある。（山岸明子，前掲書）
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（10）
（11）
（12）
（13）
（14）
（15）
（16）
（17）
（18）
（19＞
（20）
（21）
（22）
なだいなだ「父親って何だろう」（「文藝春秋」，1982年8月号）
単身赴任にかぎらず，父子のすれ違い家庭は少なくないが，その他にもたとえば東京足立区のある小
学校で調べたところ，1クラス40人中少なくとも7人，多い場合には10人以上の児童が片親の家庭で
あった。その大半は妻の蒸発，夫の家出であったという。社会の底辺では，いますさまじい勢で家庭
の崩壊が進んでいるともいわれる。（「貧しき子らの群れ」赤旗1982年9月17日）
総理府「現代青少年の意識と行動の特質に関する研究」
「『共通一次族』ちゃっかり人生」（朝日新聞，1982年9月3日）。日本リクルートセンターの「共通一
次族」卒業予定の男子大学生就職動機調査では，「大企業に就職して，部長以上の管理職に出世。しか
し転勤，出向は敬遠して，定年まで勤あたい」というのが，将来の自画像になっている……。
「がんばれ札チョン名古チョン博チョン」（朝日新聞，1982年9月11日）。
「教育を考える一現代父親論」（赤旗，1978年7月5日，6日）
鎮目泰夫「女に育児はまかされない」（実業之日本社）。男の子育てを考える会編「男の子育て」（現
代書館）。
E．H．エリクソン「幼児期と社会」（仁科弥生訳，みすず書房）。
松原治郎「現代の青年」（中央公論社）。P．　M．サイモンズに関する記述の多くは，この本による。
山崎道子「学校恐怖症児に対する教師の態度」（「現代のエスプリ」139号）。
NHK世論調査「日本太郎」，1980年。
柏熊岬二「友達づくりを妨げるもの」（「児童心理」第29巻第7号）。
宮本忠雄「家庭内暴力を考える」（朝日新聞，論壇）
「中学生の校内暴力をどうする」（朝日新聞，1980年2月28日）。教師に対する校内暴力は，1982年に
入ってからも依然としてふえ続けていた。「教師の被害続出一農漁村へも波及」（朝日新聞，1982年8
月30日）では，教師に対する暴力事件は前年（上半期）の1．3倍で，・全校内暴力の10件に4件は対教
師暴力になっている。中には事件を苦にして自殺した高校の校長や，大けがをして生徒を告訴する中
学教師のケースも含まれている。また住宅街の学校主体から農漁村の学校に広がる一方，角材やバッ
トを使い，けがをさせるケースがふえるなど，次第に凶悪化，粗暴化が一段と強まっていた。
能重真作「非行克服と学校教育」民衆社。
赤旗，1982年9月。
総理府，世界青年意識調査（対象11ケ国の18歳～24歳の男女，1972年）。なお「市街地も農村も友だ
ちがいない」（赤旗，1982年9月18日）によると，三重県の四日市市の職労福祉支部保育園分会が
3，　300人の園児の家庭を対象に調べたところ，図1，2のような結果が出ている。
5人以上（0．3％）
　　　　　　（5．3％）
　　　　　　4人　　　3人
　　　（23．　1％）
「
ひとりっ子
（16．7％）
????
図1きょうだいの数
市街地
農　　村
団　　地
工業地帯
友だちがいないから 危険だから　　子どもが外へ外へ出さない　出たがらない　　　　　 　　　　　その他
図2　どうして外で遊ばないの？
（23）　笠原　嘉「青年期」（岩波新書）
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（24），（25）　山岸明子，前掲書。
（26）紙数の関係で以下は，次号にゆずりたい。なお同じテーマを扱い，発表したものに「ステレオタイプ
　　な“よい子”づくりの危険性」（「教育」（国土社）No．415），及び「おとなになりたくない子」（編
　　著，明治図書）があるので，参照されたい。
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AStdy
Two
of　Adolescence　in
international　comparative
Japan　（5）
studies
　　　　This　is　the丘fth　part　of　a　series　of　studies　on　characteristics　of　Japanese　adolescence．　The
focus　of　this　article　is　upon　what　is　indicated　by　two　of　the　internatiollal　comparative　studies．
　　　　One　is　the　moral　development　of　adolescents　in　Chicago　in　Koh！berg’s　research　compared
with　that　of　adolescents　in　Tokyo　researched　in　a　similar　way　by　Akiko　Yamagishi　of
Japan．　The　other　is　a　comparative　research　by　the　Prime　Minister’s　Oflice　of　Japan　on
adolescent’s　behaviour　in　Japan，　Korea，　Thailand，　America，　Britain　and　France．　Both　of
these　two　researches　show　that　Japanese　adolescents　have　characteristics　much　dif［erent　from
those　of　the　other　countries：the　former　shows　that　young　people　in　Japan（TQkyo）have
Iess“the　punishment　and　obedience”orientation　in　their　moral　development　than　those　in
America（Chicago），　while“good　boy－nice　gir1”orientation　is　more　approved　in　Japan；
the　latter　shows　that　there　is　some　difference　between　their　behaviour　at　home　and　that　in
school　or　with　their　friends，　which　is　the　most　marked　difEerence　of　all　the　six　countries．
　　　　The　characteristics　of　Japanese　adolescents　are　discussed　especially　about　the　above　two
points　in　this　article．
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